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を目指し、京都府、八幡市、関西大学、UR都市機構が連携して取組んでいこう！ 

平成23年 9月 関西大学団地再編プロジェクト（文部科学省戦略的研究基盤形成支援事業）開始 

平成24年04月 八幡市・京都府・関西大で戦略会議を開催      ⇒ 調査・検討・提案 

平成25年04月 UR都市機構が加わり連携協議会を開催      ⇒ 調査・検討・提案 

平成25年10月 男山地域まちづくり連携協定の締結（無期限）⇒ 調査・検討・提案・実践・検証 ⇒ 

平成28年 3月 文科省補助事業終了 

平成26年11月－ 平成27年11月 －平成28年11月 第3回年次報告会 

 

男山地域まちづくり連携協定の締結 
地域とともに元気な暮らしができる、住みたい、住み続けたい男山 
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(1) 次世代を育むまちづくりとして、子どもが豊かに育つため
に、地域で子育てを支えあい、  
ともに育ちあう、分かちあう環境づくりの導入・確立 
  
(2) 多世代が根を張るまちづくりとして、 高齢者が住み慣れ
た地域で住み続けられることを目指した  
「地域包括ケア」 の確立 
  
(3) 地域に活力を呼び戻すまちづくりとして、地域及び団地
が連携した新しい機能及び活動の導入・確立 
  
(4) 住民が主役となるまちづくりとして、地域の多様な活動
主体の育成及び活動ステージの確保 

男山地域まちづくり連携協定の目的 
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平成26年3月 男山地域再生基本計画の策定 

地域とともに元気な暮らしができる、 
住みたい、住み続けたい男山 

男山の将来目標 

リーフレットよーいどん写真 
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平成26年3月 男山地域再生基本計画の策定 

「元気の創造」を生み出す７つの基本目標と「きっかけ活動」 

現在、連携・協力事項により、具体的な取り組みである 
様々な「きっかけ活動」が始まり展開している。 5 
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子育て支援の取組み 

(1)次世代を育むまちづくりとして、子どもが豊かに育つために、 
地域で子育てを支えあい、ともに育ちあう、分かちあう環境づくり 
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ダンチ de コソダテ in 男山 の概要 

 
    子育て世代に向けた住宅の供給 
   ・リノベーション住宅の供給 
   ・エントランス改修による団地環境整備 
   ・若年層世帯を対象とする家賃負担の軽減 
         
    地域子育て支援施設 
   「おひさまテラス」の開設・運営 
 
 
これら２つの事業を柱として、UR男山団地をきっかけとし
た、まち全体の子育て環境の再編を目指す。 
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ダンチ de コソダテ の取組み 

リノベーション住宅の供給 

【写真上】関西大学設計「住み開く住まい」 

  ほか全5戸供給（平成28年2月募集） 

 来場組数 71組  平均申込倍率 2.8倍  9 

子育て層となる若い世代へ訴求し得るリノベーション住宅を、  

関西大学設計プランを主軸として、ＵＲ男山団地に投入。 

【写真左】現在、来年1月の募集に 

向け新たな関大リノベーション住戸 

を工事施工中 （4戸供給予定） 

【写真上】ＵＲにおいても、全洋室化の1ＬＤＫなどの 

改良プランを供給（昨年12月以降、今年度末まで40戸程度供給） 



ダンチ de コソダテ の取組み 

エントランス改修による団地環境整備 

1
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住戸内だけでなく、子育て支援施設を中心としたエリアの 

エントランス改修も実施し、共用部の美観向上を推進。 

Ｈ27年度までに4住棟で実施済。 

Ｈ28年度末までに20住棟にエリア拡大。 

エントランス改修実施後 改修前のエントランス 



ダンチ de コソダテ の取組み 

若年層世帯を対象とする家賃負担の軽減 
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子育て世帯や予備軍となる若年世帯を対象とする家賃負担支援

メニューについて、積極的、優先的にＵＲ男山団地に投入。 

割引制度 対象世帯 家賃割引額 

子育て割 子育て世帯（Ｈ28.9月より新婚や婚
約中の方、妊婦の方にも対象拡大） 

最大9年間
20％割引 

そのママ割 子育て世帯 3年間 
20％割引 

Ｕ35割 35歳以下の世帯の方（Ｈ28.1より

29歳⇒35歳に対象拡大） 

3年間 
20％割引 

近居割ワイド ご親族と八幡市内で近居され
る子育て世帯等（Ｈ28.2より割引幅
5％⇒20％に拡大） 

最大5年間 
20％割引 

本来
家賃 負担

家賃 

最大20％減額 



ダンチ de コソダテ の取組み 

おひさまテラスの開設・運営 

稼働日数          150日  
延べ利用者  2,015名（13.4名/日）  

※開設以来、必ず誰かが訪れる。 ※昨年10月～今年9月まで（直近1年間）の実績 
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子育て世帯をサポートする地域子育て施設を平成26年度より開設。 

【利用者ママの声】 

 ・居心地が良くて実家に帰ったみたい。 ・子育てをするお母さんにとってここの存在は大きい。 

 ・ここに来なければ子供が保育園に行く年齢になるまでママ友たちもできなかったと思います。 

 ・家でひとりで子供を見ているとノイローゼみたいになるので、ほかのママたちにもここを知って欲しい。 

 ・利用者の方目線で運営されているため安心でき、ほっとする時間が生まれた。  



ダンチ de コソダテ の取組み 

ＵＲ男山団地における入居者像について 
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ハード面、ソフト面における取り組みを進めた結果、 

全国的に右肩上がりの傾向の続く入居者年齢について、 

男山団地においては、右肩下がり傾向に。 

 ⇒新規入居者の若年齢化 

【参考】UR定期調査等による 

    世帯主平均年齢の推移（全国） 

ＵＲ男山団地世帯主平均年齢の推移（入居者過去5年） 



ダンチ de コソダテ の取組み 

おひさまテラスでの様子 

毎日利用者が訪れ、子供たちで賑わいます。 

イベントを通じて、ママたちの食育をサポート。 

いただいたスイカで夏の風物詩を体験、ハロウィン

に向けての準備など、季節の変化に応じた様々な

体験をする子供たち。 
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ダンチ de コソダテ の取組み 

おひさまテラスでの様子 

テラス内だけでなく、外でも活動しています。 

ピラティス教室、料理教室など 

ママたちへのサポートも人気です。 
1
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地域包括ケアの確立 

(2)多世代が根を張るまちづくりとして、 高齢者が住み慣れた地域で 
住み続けられることを目指した 「地域包括ケア」 の確立 

1
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八幡市地域包括ケア複合施設ＹＭＢＴ 
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地域密着型特別養護老人ホーム 定員 ２９名 

    高齢者あんしんサポートハウス 定員 ２０名 

定期巡回・随時対応型訪問介護看護 

多目的ホール 

    ＵＲ男山団地内において 

平成27年11月1日 地域包括ケア複合施設ＹＭＢＴ 開設 
 
 



地域包括ケア複合施設ＹＭＢＴの役割① 

 多様な高齢者のニーズに対応できる施設 

・地域での生活を２４時間体制で支援（定期巡回・随時対応型訪問介護看護） 

・低所得者向けの高齢者居住施設（あんしんサポートハウス） 

・地域の重度要介護者が生活する施設（地域密着型特別養護老人ホーム） 
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壁画作り ダンスサークル 



地域包括ケア複合施設ＹＭＢＴの役割② 

 元気高齢者の参画、地域へのサービス提供の場の確保 

・多目的ホールの活用 
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出前講座、地域の催し等 京都八幡高校との交流 



地域包括ケア複合施設ＹＭＢＴの役割③ 

  地域包括ケア推進拠点 

・医療・介護・予防・住まい・生活支援のサービスを包括的に提供 
 

               地域包括ケア 
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住まい 
【自宅・あんしんサポー

トハウス】 

医療 
【かかりつけ医・定期巡
回・随時対応型訪問介

護・看護】 

介護 
【地域密着型特別養護
老人ホームＹＭＢＴ】 

生活支援・介護予防 
【多目的ホール】 

地域包括支援センターやまばと 
居宅介護支援センターやまばと 



まちの公共員 
(3)地域に活力を呼び戻すまちづくりとして、 

地域及び団地が連携した新しい機能及び活動の導入・確立 

（4）住民が主役となるまちづくりとして、 
地域の多様な活動主体の育成及び活動ステージの確保 
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まちの公共員とは 
●趣旨 

 特定の地域課題に対し地域に定着して多様な主体との協働関係をつくり、社会
システムとしての解決策の創出と推進をマネジメント （半公半Ｘ） 
  ※まちの仕事人…市町村の課題解決の取組を支援 
 

●業務イメージ 
 ・ワークショップの開催 
 ・目標、行動計画、グループづくりのための委員会の開催 
 ・地域の人材、資源等を組み合わせた協働事業の実施  等 
   ※まちの仕事人…住民・市町村・府等の総合調整 
 

●配置状況（現在３名） 
 ・八幡市男山地域（だんだんテラスの会） 平成２６年１１月～ 
 ・和束町（和束町地域力推進協議会）   平成２６年１１月～ 
 ・亀岡市河原林町（河原林町自治会）   平成２７年８月～ 
 

●男山地域におけるこれまでの活動 
 ・だんだんテラスの企画・運営 
 ・男山やってみよう会議の主宰 

2
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だんだんテラスの取組み 
(3)地域に活力を呼び戻すまちづくりとして、 

地域及び団地が連携した新しい機能及び活動の導入・確立 

（4）住民が主役となるまちづくりとして、 
地域の多様な活動主体の育成及び活動ステージの確保 
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365日気軽に集まれるだんだんテラス 

開設日 : 平成25年11月16日 

運 営 : だんだんテラスの会 

    主に大学院生が常駐  

時 間 : 年中無休（10時-18時） 

住民と学生が恊働で継続した運営をめざす 2
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交流の場 

朝10時からのラジオ体操 

健康麻雀の会 dang dang BAR 

だんだん朝市 
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情報共有の場 

月曜日に開催する「お昼ごはんを食べる会」 

防災に関する情報発信を行う「防災チーム」 八幡地域猫を考える会による「ねこ座談会」 

京都府建築士会による「住まいの相談会」 
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活動の場 

だんだん句会 

毎月８日に開催する手作り市＆フリマ 毎月1回開催する子ども食堂 

やってみよう会議チームによる会議利用 

2
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まちづくり運動体やってみよう会議の開催 

男山やってみよう会議 

○毎月第３土曜日開催 

 自発的・自立的に 

 男山地域のまちづくりに 

 関わりたい市民を公募。 

○開催の狙い 

 日常の場（だんだんテラス）  

 非日常の場（やってみよう） 

 ２つのプラットフォーム  

 で住民活動を支援する。 
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まちづくり運動体やってみよう会議の開催 

各企画には延べ259名の参加者！ 
2
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まちづくり運動体やってみよう会議の成果 

 

平成27年 公募メンバ−38名 

５チームが結成し、活動を展開. 

平成28年  

５チーム→10チームに増加. 

実践活動・情報発信に取組んだ結果、 

新たな人材の発掘につながる. 

特に地元大学生らの参加は大きな成果. 

「協働」でしかなし得ない活動が実現している. 
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今年度は全部で10チームが活動 

 1.夢プロジェクト/八幡を題材に子ども向けのイベントを企画.  

 2.防災/日常から防災を考えるきっかけづくり. 

 3.ヤバいまち歩き/地域の魅力再発見. 

 4.だんだんテラス継承・拡充/団地再生勉強会、常駐、コラム. 

 5.子ども食堂/高齢者・子どもの孤食をテーマに毎月1回開催. 

 6.８gram/男山出身の大学生チーム.SNSを活用した情報発信. 

 7.手作り市/ものづくりコミュニティ形成をテーマに毎月1回開催. 

 8.緑道de遊び隊/団地緑道を活用したイベント企画やツール開発. 

 9.痛快田舎芝居だんだん一座/芝居コミュニティ形成をテーマに. 

10.フォークソング/フォークソングコミュニティ形成をテーマに. 
3
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「きっかけ」の連鎖から生まれる日常の「楽しみ」 

苗を持ってきてくれた人・空き地を耕す子ども・水をやるラジオ体操メンバー 
成長を楽しみにしている通りかかる人たち・dang dang BARでの収穫祭・ 
散歩の時間に寄ってくれる保育園の子ども達...「玉突きアプローチ」が実現. 3
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商店会主催の男山秋祭りでの活躍 

京都府建築士会のDIYブース・手作り市＆フリマ・秋祭りに向けた花壇の整備 
フォークソングのステージ・竹ドーム・緑道イベント・URによる情報発信・DIYチームが
制作したベンチ、地元大学生らのハロウィンのメイクブース... 3
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団地空間魅力UPプロジェクト 

UR男山団地A地区 おひさまテラス周辺エリアでの取組み 
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団地空間魅力UPプロジェクト 

現在まで、主としてUR都市機構が管理し、 
計画的に修繕してきた部分などにも着目。 

 
住棟の手摺等鉄部の塗装 
屋外の工作物等鉄部の塗装 

 
団地空間の魅力をさらに向上。 
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36 

塗装色選択アンケート 

バルコニー手摺は、 
住民自らが色彩を 
選択する。 
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塗装色選択アンケート結果 

対象住戸200戸 
配布177戸 
回収116戸 
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住まいの相談会（京都府建築士会との連携） 

4
2 

男山団地、男山地域の住民を対象に、

セルフリノベーション（自主改修）の支援

を目的として実施. 

 

27・28年度、 

相談会に来た中から実際に 

セルフリノベーションを行う方も. 

平成27年度より、毎月２回（第2・4土曜日）開催 



健康福祉分野を中心とした 

男山地域再生プロジェクト 
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京都府 絆ネット構築支援事業（㉖～） 
 趣  旨 

 地域の高齢者、障害者、児童などの見守り・生活支援を進める上で、地域の様々な団体に

よる連携した活動を横断的に調整・推進する必要があることから、地域における「絆ネッ

ト」を構築し、地域福祉の再構築を目指す。 

 事業概要 

 各市町村の様々な見守り団体が、絆ネットを推進母体として連携することにより対応できる

ような、新たな見守り活動事業 

 

 

 

  

 

  実 績    １１市町  

 府の支援事項 

・事業経費の一部負担（立ち上げ支援） ・ネットワーク同士の情報交換の場を設置 

・絆ネットコーディネーターの研修   ・地域の座談会への参加    など 

【絆ネット】 個々の取組はありながら横断的なつながりが希薄な中、各団体が地域
の課題について横断的に調整・推進するためのネットワーク 

【絆ネットコーディネーター】 絆ネットにおける地域団体の活動を横断的に調整・
推進する。住民活動の育成・支援・組織化を図り、ネットワーク参画団体・機関
との連絡・調整を担う。 

（㉖～）八幡市、宮津市、久御山町、精華町、 
（㉗～）京田辺市、京丹後市、笠置町、与謝野町     
（㉘～）舞鶴市、長岡京市、京丹波町 
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京丹後市 宮津市 

南丹市 

亀岡市 

久御山町 

八幡市 

京田辺市 

精華町 笠置町 

与謝野町 

…平成２６年度から実施 
  八幡市、久御山町、宮津市、精華町 

…平成２７年度から実施 
  笠置町、京田辺市、京丹後市、与謝野町 

…同種事業を実施 
  亀岡市、南丹市 

府の目標：全市町村で 
絆ネットワークを構築 

(平成30年度まで) 

…平成２８年度から実施 
  舞鶴市、長岡京市、京丹波町 

京丹波町 

長岡京市 

舞鶴市 舞鶴市 

南丹市 
京丹波町 

絆ネット構築支援事業 実施状況 
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絆ネットワークのイメージ 

絆ﾈｯﾄｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ 
(ﾈｯﾄﾜｰｸの中核的な役割を担う) 

○○市・町 

自治会 

老人クラブ 

民生児童委員 
協 議 会 

企業・商店 

ファミリー 
サポートセンター 

保育所･学校等 
 

ＰＴＡ保護者 

警察署 
消防署 

府民協働防犯 
ステーション 

＋ 

市町村社会福祉協議会 
福祉委員会(地区社協) 

高齢者の 
見守り活動                   認知症研修開催、 

 熱中症戸別訪問 等 

子どもの 
見守り活動    

  登下校時の見守り 
  ﾊﾟﾄﾛｰﾙ、交通安全 
  教室 等 

犯罪・事故 
の防止    

 消費者被害(オレオ 
 レ詐欺)等の防止研 
 修、夜間ﾊﾟﾄﾛｰﾙ  等 

障害者の 
見守り活動  

    地域ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ調 
    査、要配慮者マッ 
    プの作成 等 

個別課題に対応する「見守り支援チーム」※を編成 

大 学 

保健所 

地域包括支援センター 

児童相談所 

障害者相談支援事業所 
ボランティア 

※見守り支援チーム：絆ネットコーディネーターをリーダーとした地域課題に直接対応する 
          地域福祉の専門家をはじめとするメンバーで構成(例：地域包括支援センター職員、社協相談専門員 等) 

隣保館 

4
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○ サロンを中心とした居場所づくりを支援し、 

   町全体のネットワークを構築 
  
  
 
 
 
 
 
 
 
 

○「居場所づくり支援事業」 
 １２月４日 意見交換会 
  関係団体、地域住民と、サロン 
  等地域の居場所づくりについて 
  マッチングの場づくり 

 
○「絆カフェ」の運営   
   毎月第３火曜日開催。相談員が 
    その日カフェに駐在し、カフェ 
  参加者の相談に応じる 

 

○「社協ふくし相談」（ 平成２８年１月～開始予定） 

  相談先がわからなかったり、人に話しにくい 
   事を安心して相談できる場所づくり（月４回程度） 

サロンを基盤とした見守り体制の構築 
↓ 

町全域ネットワークへ 

実施主体：精華町社会福祉協議会 

 
 
 
 

○ 見守り隊事業（男山団地Ｂ地区）の構築 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
○ Ｂ地区見守り隊発足 → 本格的な活動開始 

  ８世帯の見守り希望者、多数の案件の通報あり 

   ➜ 地域住民が参加する見守り体制の構築 
 

○ Ａ地区、Ｃ地区 → 見守り隊発足に向け取組 
  Ａ地区：見守り隊の準備・座談会開催に向けて、 
      自治会長と調整中 
  Ｃ地区：地域住民座談会の開催 ３回程度実施 

 

○ 「男山安心ネットワーク」の構築 
    男山地域の企業・事業所・商店等の参加 

  業務中不審なことがあれば社協へ連絡するシステム 

   １２月：２６社(郵便・配達業者等)呼びかけ 

         → 最終４０社程度の参加見込み 

 
 
 
 
 

自治会・福祉委員会・民生委員・老人会・ 
子ども会・交番連絡員、関西大学、ＵＲ 等 

団地全体のネットワーク構築 

実施主体：八幡市社会福祉協議会 

小地域での取組の構築 
↓ 

男山地域全域のネットワークへ 

Ｂ地区 
構築済 

団地内自治会 

全７ヶ所 
Ａ・Ｃ地区 

H27～ 

ふれあい 
サロン 

まちの福祉 
サポート店 

絆ネット 
コーディネーター 

町全域へ 

  まちの福祉サポート店 

  1２４店舗 

買い物などの日常生活で困ってい
る方を支援するため、見守り活動
の協力に賛同した店舗 

       ふれあいサロン 

   ５１箇所 

趣味活動や食事会など、子育て世
代、高齢者、障がい者などが気軽
に集えるふれあいの場 

絆ネット構築支援事業 ２７年度の実施状況① 

4
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参 考：厚生労働省｢我が事・丸ごと地域共生社会実現本部｣資料 
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地域の高齢者、障害者、児童などの見守り・生活支援
を進める上で、複数機関の連携による支援や公民協
働での支援など、地域の様々な主体による取組を横断
的に調整・推進し地域全体での新たな見守り活動を展
開、地域福祉の再構築を目指す。 

■住民による見守り活動の推進 

■男山あんしんネットワークの構築 

■絆ネット地域懇談会の開催 

取組み内容 

4
9 

絆ネット事業とは 



地区座談会の開催 

地域課題の共有と協議 

課題解決に向けた取組み 

5
0 

住民による見守り活動の推進 



啓発活動 

パトロール 

緊急時の対応 
『（熱中症により）しんどいから助けて
ほしい』の声に消防に通報  

  
地域内で不審者が現れた。防犯を
兼ねて、放課後の時間帯に団地内

パトロールを開始  

『ポストに新聞がたまっている』など
近隣住民からの連絡・通報 

見守り活動 戸別訪問による見守りと日常生活
上のさりげない見守り 

5
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男山B地区見守り隊 



ご近所福祉相談所 

地域の身近な相談窓口 

『お金のやりくりが大変。どう
したらいいの？』 

専門機関のかけはしに・・・ 

『住民のマナーが悪い』 

5
2 

男山八望地区福祉座談会 



 男山地域に住む人々誰もが住みなれた地域で安心
して暮らし続けられるよう、住民だけでなく様々な事業
所の皆さんと連携した見守り活動をすすめる。 

5
3 

男山あんしんネットワークの構築 



男山地域 安心・安全コミュニティ 

創造プロジェクト 

5
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①高齢者の特殊詐欺被害をなくす 

②高齢者の交通死亡事故をなくす 

③万引き・自転車盗をなくす 

④傷病者の応急措置を充実する 

重 点 目 標 

5
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プロジェクト全体会議 
＜構成＞ 

京都府・警察・八幡市・八幡市消防・ＵＲ都市機構 
       

 ①特殊詐欺部会 

 ②交通死亡事故部会 

 ③万引き・自転車盗部会 

 ④傷病者の応急措置部会 

5
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 ■出前講座・セミナー 
 ○６月  ４日  男山公民館            特殊詐欺撲滅ミュージカル 

                                       消費者トラブル講座 

   ○６月  ９日 男山公民館              高齢者の消費者トラブル 

   ○９月２０日 八幡市福祉会館        高齢者の消費者トラブル 

 ■啓発活動 
   ○５月２８日  イズミヤ八幡店 

   ○年金支給日  男山郵便局前 

 ■広報活動 
   ○広報やわた（９月・１０月） 

    ○市ホームページ（還付金詐欺にご注意）  

 ■見守り活動 
   ○絆ネットと連携した高齢者の見守り活動 

   ○福祉サロン（男山八望地区） 

   ○生活情報センターの周知・消費生活相談 

特殊詐欺部会 

5
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万引き・自転車盗部会 

 ■学生による男山地域清掃活動 
    ○10月 12日   
  男山第二中・八幡高校の生徒、地域住民等の参加 

    規範意識の醸成 

   

 ■自転車総合啓発活動 
    ○11月30日（予定）   

   男山第二中・八幡高校の生徒が自転車の施錠を啓発 

   

5
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交通死亡事故部会 

 ■交通現場診断 
    ○８月 ９日   
  交通死亡事故の現場診断（内里・男山長沢） 
   

 ■啓発活動 
  ○９月２９日  シニアドライビングスクール参加者 

  ○１１月３０日  ライフ男山店 

  啓発物品の配付、反射材の直接 

5
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傷病者の応急措置部会 

 ■学校における救命講習  ８回   

 ○２８年度は市内全小中学校で実施予定 中学校 ２回・小学校 ６回 

 ■ＡＥＤ取扱講習・出前講座 １３回 

 ■自治会防災訓練でのＡＥＤ訓練 ５回 

  ■普通救命講習 １５回 

   ■救急入門コース １回 

                             （10月末現在） 
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ココロミタウンの取組み 
（ＵＲ男山団地Ｃ地区） 

6
1 

(3)地域に活力を呼び戻すまちづくりとして、 
地域及び団地が連携した新しい機能及び活動の導入・確立 

（4）住民が主役となるまちづくりとして、 
地域の多様な活動主体の育成及び活動ステージの確保 



ココロミタウンプロジェクトの取組み 

必要な時期に自分で住まいに手を加えて、住み続けるこ
とのできるセルフリノベーション特区をＵＲ男山団地内に
新設（愛称：ココロミタウン）。 
 
【ココロミタウンの特徴】 
 ① 申請等により退去時の原状回復義務 
  が免除される特典付の賃貸住宅を供給 
    ⇒平成28年10月15日より特区化 

 
 ② 気軽に取り組める改修サポート体制 
 

住民の皆さんが、住まいながら、日常の暮らしを少し良くする試み
を自ら実施することで、住まいに愛着を持って、長く住み続けたい
まちとなることを目指します。 6
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ココロミタウンでできること 

ＵＲのＤＩＹ制度等を活用し、自由度の高いセルフ  
リノベーションを実現できます。 

63 

【改修イメージの一例】 

押入をクローゼットに 

和室をウッディなリビングスペースに お気に入りの洗面台に入替え 

和室をフローリング化して収納をベッドに 

ＤＩＹでも専門家にお願い 
してもＯＫ。 



ココロミタウンにおけるサポート体制等 

64 

専門知識が無くても、改修に踏み出せるようサポー
ト体制等を整備。 

① 京都府建築士会による住まいの相談会 

毎月2回、専門家が無料

相談会を開催。改修の
アドバイスやＵＲへの申
請に係るサポートを実施
しています。 

② だんだんテラスによるＤＩＹ工具貸出し 

365日開設のだんだん

テラスでＤＩＹ工具の貸
し出しを行っています。
道具が既にあるだけで
ハードルがぐっと下が
ります。 

③ 共有の改修事例集（男山リノベカタログ） 

ビフォー・アフターの写
真をカタログにまとめ、
だんだんテラスに設置し
ています。実際に改修事
例が見学可能なモデル
ルームも3部屋あります。 

④ 入居時の負担軽減特典など 

ＤＩＹ指定住宅は入居前
に工事ができるよう3ヶ

月のフリーレント付で
あったり、近居割が併
用可能など、入居時の
特典があります。 



ココロミタウンプロジェクトのまとめ 

■ 多様化するニーズを事業者が追いかけるだけではなく、 
    住民自身が住まいながら自分らしい住まいを実現でき 
    る地域インフラを京都府建築士会及び関西大学の強い  
  協力を得て構築。 
 
■ 改修モデル地区として、ＵＲ男山団地のＣ地区（720戸）  
 をセルフリノベーション特区化。 
  
    ⇒ サポート体制は地域共通の機能 
   また、既にお住まいの方等、ＤＩＹ指定住宅以外の 
   改修（模様替え）要件の緩和（※）は、Ｃ地区だけでなく、 
   ＵＲ男山団地全体で実施。 

     ※模様替えについては、原状回復義務が免状される改修範囲がＤＩＹ住宅に比べて狭くなります。 
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男山地域の情報発信 

■ だんだんテラス facebook おひさまテラス facebook 

 

■ 八幡市役所 

http://www.city.yawata.kyoto.jp/category/1-23-0-0-0.html 

■ ＵＲ男山団地（特設サイト） 

http://www.ur-net.go.jp/kansai/otokoyama_danchi/ 

■ ＵＲ男山団地（住宅情報） 

http://www.ur-net.go.jp/kansai-akiya/kyoto1840.html 

■ 関西大学戦略的研究基盤団地再編プロジェクト(KSDP内サイト) 

http://www.kansai-u.ac.jp/ordist/ksdp/index.html        

■ 京都府府民力推進課 

http://www.pref.kyoto.jp/chiikiryoku/koukyouin_yawata.html 
6
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